



























　　（1）第 1 レヴェル　 （本源的発話レヴェル）：本源的発話者 L1 によって，
本源的対話者 L1' に，命題内容 P1 を発する本源的発
話 E1 がなされる。
　　　　第 2 レヴェル　 （報告発話レヴェル）：報告発話者 L2 によって，対話




孫引きの伝聞もありうるので，L1' と L2 もかならず
しも同一視できない。
　（1）にあらわれている諸要因，ならびにそれらのあいだの関係が，もっとも
多く審級化されている（instancié）例として，Kawaguchi et Koïshi (1990) 
はつぎのような例をあげている。
　　（2）Pierre a dit à Louise que Jean était arrivé.（同論文 p.68）
　　　　（ピエールはルイーズにジャンが来たといった。）
　（2）においては，L1 であるピエール，L1' であるルイーズが示されるととも
に，本源的発話行為 E1 が発言動詞 dire（「言う」）によって示されている。ま
た，発言動詞が複合過去形におかれていることによって，本源的発話行為 E1 
が報告発話 E2 からみて過去時に位置づけられることが明示されている。補足
節化標識 que 以下は P2 である。
　それに対して，（3）においてはどうであろうか。
　　（3）Il paraît que Jean est arrivé.（同所）（ジャンが来たそうだ。）
　（3）では，Kawaguchi et Koïshi のことばでいうと，「レヴェル 1 については，
わずかに E1 の痕跡しか残っておらず，L1，L1' は [...] 構文のシェマから除外
されている」2（同所）。すなわち，que 以下に P2 があらわれているほかは，本
源的発話がなされたという事実が間接的ながら示されているといえる程度で，
L1，L1' などは，前置詞句など別の手段によって再導入することはできるもの
の，非人称表現 il paraît que... の構文のなかには入ることのできる位置がな




本語における「（L1 が L1' に）... と言った」4 と「... そうだ」との差異も，（1）


















































































































































































































































































































　　（32）あの人は｛行け / 行くか / 行こう｝と言った。（同論文 p.19）
　この文を「ソウダやラシイを使って伝聞の文にすることは不可能である」（同
所）としているが，
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2  « du niveau 1 du schéma (20) [=notre (1)] ne subsiste plus qu’une trace de E1, 
les places de L1 et L1’ étant [...] expulsées du schéma de construction » 
 (Kawaguchi et Koïshi 1990, p.68)





5  フランス語のようなヨーロッパ諸語には，直接話法（discours direct）と間接話





て報告されたかを示さない報告」（« reported information with no reference to 











wald Ducrot の論証的ポリフォニー理論（théorie argumentative de polypho-
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